
等電点電気泳動を行い､次いでイムノブロット法

でZAGバンドを可視化した｡ニホンザルにはや

はり明瞭なバンドは出現しなかった｡本法により､

ヒトでは通常 1本のバンド (pI5.15)が見られ

るのに対し､焔人損ではゴリラの1例 (1本)杏

除き､2本ないし4本の主バンドが現れ､その等

電点はヒトのそれと近いものの､属レベルで明瞭

に異なっていた｡ただしチンパンジー属の2種､

またはテナガザル属 (flylobates)の4種間では

それぞれ同様のバンドパターンが観察された.

個休間についてみると､チンパンジー38例では

同一バンドが見られたが､オランウータン20例は

3群に分類された.酸性側にバンドが2本現れる

12例 (仮にAホモ)､アルカリ側に2本現れる1

例 (同Bホモ)､残りの7例はAとBのバンド4

本 (ABへテロ)が山現し､多型性の存在が示唆

された｡また､前述のテナガザルとは属が異なる

フクロテナガザルではかなり酸性側に離れてバン

ドが2本見られた｡

以上のようにZAGは､マカク属のニホンザル

血源巾にはその存在を明らかにできなかったが､

ヒトに近縁とされている類人猿では､ヒトZAG

と同じ抗原性を有する怒白が存在し､ヒトとは異

なる等悶点ではあるが､各種屑において特徴的な

バンドバターンを示した｡また､オランウータン

塊団内では多型的な変異性も観察されたように､

ZAGは霊長類集Ef)の系統関係等を調べるのに有

用なマーカーの一つと考えられた｡

自由 :12

霊長矧 こおけるゲノムマッピングのための染色

体高精度分染法の改良とその応用

斎藤深美子 (東京医歯大 ･難研)

敗色体高精度分染法は､ヒトにおいては､染色

体柄造只常の詳細な解析や遺伝子の領域マッピン

グに大きな役割を果たしてきているが､霊長規で

はまだこれからの研究分野である｡本研究では､

霊長類における詳純なゲノムマッピングを行うた

めに､ヒトにおける染色休高純度分染法技術を改

良して､各種霊長頬に最適な技法の開発を試みる

ことをその日的とした｡

各種霊長類27頑の血液を用いて37℃､96時間培

養を行った｡高精度分析用染色体像を得るため､

(I)細胞周期同調剤として､メソトレキセート､

BrdUまたは､TdR等を用い､同調解除後の添

加剤として､TdRまたはBrdU等を使用 した｡

また(2)染色体凝縮抑制剤として､臭化エチジ

ウムを用いている｡

今匝=ま特に､チンパンジー.とこホンザルでの結

果を比較検討した｡チンパンジーでは､BrdU-
TdR処理の条件で､分裂細胞中50%近くが､高

精度解析に適したprometaphase(P)あるいは

lateprophase(1P)という結果で､かなり良

好な模本を得ることができた｡それに対し､ニホ

ンザルでは､分裂細胞中20%がPあるいはlPで

あった.これは染色休凝縮抑制剤の申独処理の場

合に比し､遥かに良い結果である｡ニホンザルで

は培養が難しく､通常､良好な独色体像を得難い

が､今回､高精度分染法に適した分裂像を､ある

程度の頻度で得る条件を兄い出すことができた｡

次年度での各種高精度マッピングのために､鞄色

体模本の冷凍保存を行った｡

また､現在､ヒト21番染色体由来のDNA断片

を用いて､ヒトでの高精度染色体マッピングを施

行中である｡さらに数を増やし､来年度での比較

染色体マッピングに役立てる予定である｡

自由:13

行動発現における大脳皮質前頭葉の役割の研究

船橋新太郎 ･井上雅仁 ･後藤 誠

(京都大 ･人間 ･環境)

サルの前頭連合野には､運動の日横位匿の作共

記憶に関与していると思われる持続的なニューロ

ン活動が存在している｡このようなニューロン活

動が､予め呈示される2カ所の目槙位置とその呈

示順序の記憶を要する課題でどの様な活動を示す

かを調べることにより､校数の項目の作業記憶と

それに基づく行動発現における前頭連合野ニュー

ロンの役割を明らかにしようとした｡

1頭のアカゲザルに､2カ所の目横位置とその

呈示順序の記憶を要する遅延連続リーチング課題､

及び､1カ所の位置の記憶のみを要する遅延リー

チング課題を行わせた｡136個の単一ニューロン

活動を前頭連合野より記録した｡56個 (41%)の

ニューロンが課題と関連した活動を示した｡

手がかり刺激の提示に対する応答および遅延期

間活動は､両課題での活動を比較することにより､

次の3種に分類された｡第 1の活動は､運動自損
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の塁示州所序にはm･関係で､塁示位匹引このみ依存し

ており､｢比田依存的｣と分析 した.手がかり刺

激の提示に応答したニューロン23個のうち5個

(22%)が､また､遅延糊間中に活動を示すニュー

ロン34個のうち､8個(24%)が､位置依存的な

活動を示した.節2の活動は､目標の呈示位置に

加え､その呈示順序にも依存しており､｢文脈依

存的｣と分放した｡手がかり刺激の提示に応答し

たニューロンのうち9個 (39%)が､また､遅延

期間活動をもつニューロンのうち18個(52%)が､

文脈依存的な活動を示した｡第3は､上記のいず

れにも属さない応答である｡

このように､視覚刺激に応答するニューロンや

遅延TU7間中持続的に活動するニューロンには､単

-の目標位置の情報と同時にその呈示された順序

の佃相を保持するものと､小一の目標位置の情報

のみを保持するものの存在が明らかになった｡従っ

て､記憶に基づいて校数の目標位置への連続した

迎動を行う場合､前頭連合野は､運動バターン全

体の情報を保持しているのではなく､それを梢成

する個々の運動のパラメータ (たとえば､EI授位

FTL､運動の順序)の情報を保持 していると考えら

れる｡

自由:14

飼育下におけるニホンザルの体重と妊娠成功と

の関係

羽山伸一 (日本猷高大 ･野生動物)

京大霊長研で飼育されている放飼群3群96頭の

メスニホンザルの交尾期における体重と翌年の山

産との関係を検討した｡

霊長頬研究所サル施設の各個体カードの記録と

梅坪9-11月に実施されている体重測定の結果を

データベ-ス化し､体重と翌年の出産の成否との

相関を求めた｡

以上の結果､これらの放飼群においては､体重

と妊娠成功との因果関係は観察されなかった｡こ

れは､飼育条件下での栄養状態が良好なことが一

因となっていると考えられる｡

自由:15

霊長類副腎皮只の比較形態学的研究

田中 憤 (東京大 ･医科研)

14柚のサル輔のプアン液B]定副腎について､皮

質屑川成を形鮮 TWJに検索した.最も例数の多かっ

たこホンザル (Mrr)では､束状層と網状層の厚

さで性差と加齢による変化が見られた｡

Mffでは副腎が左右で形状を異にし､左は楕

円体であるのに対して右は四角経に近かった｡こ

れが供給された右腕では悦‡了の形状に反映し､皮

質との境界を不規則なものとした｡この点は実験

用ゲッ歯頬と大きく異なっていた.球状屑は､性

と年齢に関係なくほぼ一定のPl.さを保っていた.

来状屑は､雄で加齢とともに好くなり､明るく見

えるようになったo雌では加齢しても揮さ･明る

さとも変化しなかった｡逆に網状屑は加齢しても

雄で厚さを保つのに対して雌で蒋くなった｡網状

層内に時折結合組矧 こ匹ほれたうず怨状構造物が

年齢に関係なく見られたO来状屑に即普な空胞を

伴う個体 (Mff487)があり､髄21には固いもの

が沈-rTしているようであった.

自由:16

霊長類椎間板髄核に対するコンドロイテナーゼ

ABCの影響

岩田 久 (名古屋大 ･整形外科)･加藤文彦 ･

安藤哲洋 ･杉村恒人 (半田病院 ･荘形外科)

近年､腰椎椎間板ヘルニアの治療法として化学

的椎間板溶脚 拓(chemonuc】eolysis)が注目され､

欧米ではその薬剤としてキモパパインが使用され､

本邦でも認可予定である｡しかしながらキモパパ

インは基質特異性に乏しい蛋白分解酵素であり､

軟骨以外の組織も破壊すること､椎間板軟骨細胞

傷害も強いことが知られている｡そのためキモパ

パインよりも安全性と組織修復性の高い酵素の開

発が望まれている｡コソドロイチナ-ゼABCは

秋丹荘田内のグリコサミノグリカンにのみ基質特

男性を有するため他の組紙を偽書しないこと､細

胞巧性も低いことがウサギを用いて確かめられて

いる｡コソドロイチナーゼABCの臨味応用を進

めるためには､ヒトに近い霊長輔の椎間板を用い

た実験は不可欠であると考え､木実験を行った｡

アカゲザル6iTulを用い､麻酔下､X線透視下に
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